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―その書誌と誌面の内容的変遷―
On the Bibliographic Data and Changes to Editorial Policy
in the Monthly Magazine Kokumin Hoiku: 1941-1943




同誌の誌面内容の変遷は、 4 つの時期に分けてとらえることができる。すなわち、 1 ）「保姆の教養雑誌」としての
時期／1941（昭和16）年 1 月から同年 7 月まで、 2 ）「国策保育雑誌」としての時期／1941年 8 月から1942（昭和17）
年 4 月まで、 3 ）「母と先生の雑誌」としての時期／1942年 5 月から1943（昭和18）年 1 月まで、 4 ）再び「保姆の
教養雑誌」としての時期／1943年 2 月から同年 7 月までである。
キーワード：国民保育協会、フレーベル館（日本保育館）、総力戦体制





















































































第 1 巻第 1 号（創刊号）が1941年 1 月20日付（奥付によ





奥付・表紙の記載によれば、創刊号から第 2 巻第 3 号
（1942年 3 月号）までは、当月の15日に「印刷納本」、20日
に「発行」となっている。しかし、第 2 巻第 4 号（同年






育』誌（第 7 巻第 1 号）の15銭（送料込み）よりは若干
高いものの、確かに「廉価」ではあった。また、1942（昭













（第 1 巻第 8 号）の96ページ、同年12月号（同巻第12号）
から1942年年 2 月号（第 2 巻第 2 号）まで 3 号分の68
ページを例外とすれば、創刊号から1942年12月号（同巻
第12号）までは64ページの厚さである。その後、1943年
1 月号（第 3 巻第 1 号）及び同年 2 月号（同巻第 2 号）
では48ページ、所蔵先不明の 2 号分を挟んで、同年 5 月























































































































































































































































については、「保姆の生活記録」（第 1 巻第 2 号）と「幼
児童話躍進号」（同巻第 3 号）、「躾の新体制号」（同巻第
4 号）、「幼児文化の建設号」（同巻第 6 号）となってお
り、その他の号では特輯が謳われていない（ただし、第
















































宮殿下御写真」（第 1 巻第 2 号）及び「照宮成子内親王
殿下御写真」（同巻第 3 号）、「孝宮和子内親王御写真」





















度国防国家建設号」（第 1 巻第 8 号）と「母性教育号」（同
巻第 9 号）、「保育の臨戦体制号」（同巻第10号）、「戦時
特輯」（第 2 巻第 1 号）、「皇道保育号」（同巻第 2 号）と
銘打っている。特輯に基づく誌面づくりは第 1 期を踏襲
しているものの、総花的な枠や欄の配置は抑えられてい


















































































































































































3 巻第 2 号の「編輯歳事記











































1943年 7 月、雑誌『国民保育』は第 3 巻第 7 号を以て終
刊してしまう31)。発行期間 2 年 7ヵ月、通巻31号のこと
であった。

































































































































（昭和49）年 3 月、第29巻第 3 号まで刊行されることと
なる38)。
〔注〕



















第 1 巻第 1 号、1941年 1 月）、金丸光「編輯者の言葉」
（同前）。
7 ）皆川治廣「我等の祖先」（『国民保育』第 1 巻第12号、
1941年12月、p.5）、高市慶雄・西村真琴「統合に際し
て」（『国民保育』第 3 巻第 7 号、1943年 7 月、p.30）。




10）金丸光「編輯者の言葉」（『国民保育』第 1 巻第 1 号、
裏表紙裏面）。
11）「国民保育協会々則」（前掲）。





育問題研究会、第 5 巻第 1 号、1941年 1 月、p.1））。
13）〔無署名〕「原稿募集」（『国民保育』第 1 巻第 1 号、
p.64）。












第 1 巻第 1 号）、和田實「一月の保育案」（同前）。
18）皆川治廣「無窮なるものへの帰一合流」（『国民保育』












語る」（『国民保育』第 1 巻第 8 号、1941年 8 月、p.27、
p.35、p.45）。
23）〔無署名〕「〔巻頭言〕皇道保育宣言」（『国民保育』
第 2 巻第 2 号、1942年 2 月、表表紙裏面）。
24）金丸光「思想戦と保育者 編輯者の言葉」（前掲）。
25）金丸光「特別攻撃隊（軍神の母を偲びて） 編輯
後記」（『国民保育』第 2 巻第 4 号、1942年 4 月、裏表
紙裏面）。
26）〔無署名〕「急告」（『国民保育』第 2 巻第 4 号、裏表
紙裏面）。
27）金丸光「空襲下の編輯室にて」（『国民保育』第 2 巻
第 5 号、1942年 5 月、裏表紙裏面）。
28）金丸光「戦ひの中の編輯者」（『国民保育』第 3 巻第
1 号、1943年 1 月、裏表紙裏面）。
29）金丸光「編輯歳事記
（ マ マ ）




ていた（『国民保育』第 3 巻第 7 号、表表紙裏面、なお、
本文での記載と照らし合わせ、原則として、そちらの
表記の方を採用した）。


















































On the Bibliographic Data and Changes to Editorial Policy
in the Monthly Magazine Kokumin Hoiku: 1941-1943
Toshikazu ASANO
Abstract：The purpose of this paper is to present the content of the monthly magazine Kokumin hoiku,
published in the early 1940s, by examining the bibliographic data and changes to editorial policy. The magazine
transitioned through roughly four phases. From January 1941 to July 1941, Kokumin Hoiku was a cultural
magazine for kindergarten teachers. During the second period, August 1941 to April 1942, it evolved into a
propaganda magazine for early childhood education. From May 1942 to January 1943, the magazine targeted
mothers and kindergarten teachers. In the fourth period, February 1943 to July 1943, the magazine returned to
being a cultural magazine for kindergarten teachers.
Keywords：Kokumin Hoiku-kyoukai, Fröbel-kan (Nohon Hoiku-kan), All-out war
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